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し、抗 ICAM-1 抗体を用いた免疫染色を行った。 
結果と考察： 生後７日ではマウス第一臼歯歯胚のエナメル芽細胞は咬頭
頂部位から成熟期に移行しており、乳頭層に ICAM-1の発現が認められた。
 
生後１６日では、第一臼歯は口腔粘膜上皮直下まで萌出が進行していた。
咬頭頂部位には退縮期エナメル芽細胞は認められず、また、口腔粘膜上皮
にも ICAM-1の発現が認められず、乳頭層に強い ICAM-1の発現が認められ
た。歯頚部では、強い ICAM-1 の発現が乳頭層に認められたが、退縮期エ
ナメル芽細胞には認められなかった。 
生後１９日では、第一臼歯の萌出が認められ。第二臼歯との歯間乳頭部の
像ですが、ICAM-1陰性の退縮期エナメル芽細胞が存在し、その上に ICAM-1
陽性の乳頭層細胞が位置していた。歯頚部でも同様に、ICAM-1 陰性の退
縮期エナメル芽細胞が存在し、その上に ICAM-1 陽性の乳頭層細胞が位置
していた。生後２１日では、第一臼歯の萌出が完了し、機能的な咬合を開
始する時期である。この時期になると、退縮エナメル芽細胞は消失し、歯
間乳頭部ならびに歯頚部の付着上皮は、ICAM-1 陽性細胞で構成されてい
た。 
以上の結果から、付着上皮は歯の萌出が完了後の機能期に移行した後は、
乳頭層由来の ICAM-1陽性細胞によって構成されると考えられる。 
 
